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　東山では、日用食料品を販売
する店舗が１軒もなくなって
しまった。一人暮らしをしてい
るお年寄りにとっては、その日
その日の食料品を確保するこ
とが大変な状況になっている
ので、早急な対応が必要である
と思われる。

新
た
な
総
合
計
画
に
向
け
た

６
つ
の
提
言

富
良
野
市
地
域
お
こ
し
懇
話
会
が
市
長
へ
提
言
書
を
提
出

平
成　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た
な
富
良
野
市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
市

２３

民
の
立
場
か
ら
富
良
野
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
も
ら
う
た

め
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
富
良
野
市
地
域
お
こ
し
懇
話
会
（
赤
塚
健
会
長　

委
員　

人
）。

１６

昨
年
の
８
月
か
ら
７
回
の
議
論
を
重
ね
、
ま
と
め
た
提
言
書
を　

月　

日
、
能
登
市
長

１２

２２

へ
提
出
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
懇
話
会
の
提
言
書
や
議
論
経
過
は
、
市
役
所
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
山
部
・

東
山
支
所
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
富
良
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　富良野市は島の下から三の山まで広大な面積があり、「地域おこし」
とは、それぞれの地域で何ができるのかを考えなければならない。「こ
の地域は住みやすくておもしろいぞ！」と思わせるようなまちづくり
を行って、次の世代の子どもたちがここにいたいと感じさせる地域づ
くりができればいいと思う。
　今年、地産地消の取り組みとして消費者がバスに乗って農家さんの
畑を巡り買い物をする「愛食バスツアー」を行った。農道を走ってい
たら「こんなにいい景色が東山にあったの」と感激されていた。東山
にも隠れた財産がたくさんあると実感した。

　

冒
頭
、
赤
塚
会
長
は
、
富
良
野

市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、

農
業
に
よ
っ
て
こ
の
「
ま
ち
」
が

築
か
れ
て
き
た
歴
史
を
振
り
返
り
、

「
農
業
の
発
展
な
く
し
て
富
良
野

の
未
来
は
な
い
」
と
の
認
識
の
う

え
で
、「
観
光
や
環
境
、
福
祉
や
教

育
、
協
働
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
、
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
数

多
く
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
」
と

６
つ
の
提
言
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
の
意
見
を
体
系
的
に
ま

と
め
た
の
が
、
次
ペ
ー
ジ
の
「
政

策
の
木
（
ポ
リ
シ
ー
ツ
リ
ー
）
で

す
。
本
市
の
将
来
像
を
中
央
の
幹

に
位
置
づ
け
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
政
策
の
枝
葉
を
つ
け
た

木
に
見
立
て
て
表
し
て
い
ま
す
。

■
提
言
１
■

●
農
業
と
観
光
の
振
興
に
向
け
て

→
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
た
力
強

い
農
業
と
観
光
の
ま
ち
富
良
野
を

つ
く
る

《
主
な
意
見
》

虚
農
業
で
儲
か
り
農
業
で
所
得
が

安
定
す
る
よ
う
に
許
独
身
農
業
者

の
対
応
な
ど
農
家
の
花
嫁
対
策
を

し
っ
か
り
取
り
組
む
べ
き
距
１
次

×
×

産
業 

２
次
産
業 

３
次
産
業

＝
６
次
産
業
と
な
る
高
付
加
価
値

が
必
要
鋸
生
産
者
が
つ
く
っ
た
も

の
を
も
っ
と
流
通
さ
せ
る
た
め
に

消
費
者
と
の
交
流
を
漁
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
農
村
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
地
域
の
活

性
化
を

山崎委員

菅野委員

問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
４
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■
提
言
２
■

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

に
向
け
て

→
人
々
が
支
え
合
い
地
域
が
助
け

合
う
ま
ち
富
良
野
を
つ
く
る

《
主
な
意
見
》

虚
移
住
者
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
富
良

野
塾
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
文
化
、
芸
術
家

と
市
民
の
交
流
機
会
を
つ
く
る
許

「
俺
の
地
域
は
楽
し
い
ぞ
」と
い
う

よ
う
な
楽
し
み
が
あ
る
よ
う
な
場

所
を
つ
く
る
距
若
い
世
代
と
高
齢

者
が
共
に
生
活
で
き
る
集
合
住
宅

に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
活

を

■
提
言
３
■

●
環
境
の
保
全
に
向
け
て

→
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
を
守
る

ま
ち
富
良
野
を
つ
く
る

《
主
な
意
見
》

虚
雄
大
な
自
然
景
観
は
富
良
野
市

の
財
産
で
あ
り
、
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
許
太
陽
光
や
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
多
様
な
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
距
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

を
観
光
に
結
び
つ
け
る
活
動
と
市

民
向
け
の
啓
発
活
動
を
連
携
さ
せ

る
鋸
算
数
の
授
業
で
ご
み
分
別
を

活
用
す
る
な
ど
、
教
育
課
程
に
環

境
問
題
を
取
り
入
れ
る

■
提
言
４
■

●
安
心
で
き
る
生
活
に
向
け
て

→
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
が
で
き

る
ま
ち
富
良
野
を
つ
く
る

《
主
な
意
見
》

虚
介
護
職
の
離
職
率
が
高
く
、
施

設
側
と
行
政
が
一
体
と
な
り
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
（
介
護
福
祉
士
）
の
養

成
が
必
要
で
あ
る
許
も
っ
と
、
在

宅
介
護
を
視
野
に
入
れ
た
政
策
を

考
え
る
べ
き
距
お
年
寄
り
の
住
ん

で
い
た
空
き
住
宅
を
安
い
家
賃
で

若
い
人
に
賃
貸
し
、
そ
の
家
賃
で

お
年
寄
り
が
生
活
で
き
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
が
で
き
な
い
か
鋸
光

フ
ァ
イ
バ
ー
は
起
業
化
す
る
人
の

た
め
に
絶
対
に
必
要
な
整
備
で
あ

る

■
提
言
５
■

●
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

→
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
ま
ち
富
良
野
を
つ
く
る

《
主
な
意
見
》

虚
い
い
か
た
ち
で
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
助
成
制
度

を
許
富
良
野
の
高
校
に
野
菜
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
学
べ
る
「
料

理
科
」
が
で
き
た
ら
い
い
距
子
ど

も
の
頃
か
ら
富
良
野
に
愛
着
を
持

て
る
よ
う
な
情
操
教
育
を
す
べ
き

で
あ
る
鋸
「
山
を
つ
く
る
も
の
は

　

年
先
を
み
て
木
を
植
え
る
」「
街

５０を
つ
く
る
も
の
は
１
０
０
年
先
を

み
て
人
を
つ
く
る
」
と
い
う
発
想

で
ま
ち
づ
く
り
を

■
提
言
６
■

●
富
良
野
市
の
将
来
像
に
向
け
て

→
富
良
野
市
の
将
来
像
は「
安
心
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
す
べ
て
の
分

野
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
富
良
野
市
に
愛
着

や
誇
り
を
感
じ
、「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
ぞ
」
と

い
う
熱
い
思
い
を
抱
き
続
け
る
よ

う
な
「
自
主
自
律
」
の
精
神
を
盛

り
込
む
必
要
が
あ
る
。

新たな総合計画に向けた６つの提言

　農家世帯は、年々高
齢化が進行して１０年後
には確実に数が減少す
る。遊休地となってい
る農地をやる気のある
若者にやっていただく
ことも選択肢ではある
が、さまざまな課題も
ある。今村委員

　地域おこし懇話会
では、委員のみなさ
んからたくさんのす
ばらしい意見が出さ
れたと思う。これか
らの富良野市の将来
が、安全で安心な生
活ができるように築
いていただきたい。大内副会長

　観光という切り口から懇話
会に参加させていただいたが、
他の委員の話を聞いてまだま
だ勉強することがたくさんあ
るなと感じた。これからの富良
野市は、市民の一人ひとりが
「自らやろう」という自主自立
の気持ちでまちづくりを考え
ることがとても大切である。佐藤委員

　富良野にはおいしい農作物がたくさんある
のだから、それを加工・販売に結びつけられ
るようにできればいいと思う。一般の農家の
お母さんが活き活きとしていれば富良野の農
業も生き残っていけるはず。農家のお父さん
やお母さんが自信と誇りを持って仕事をして
いれば、それを見て育った子どもたちは、外
に出て行ったとしても、いずれ、帰ってきて
くれるようなＵターンが出てくると思う。竹内委員

　地域おこし懇話会では、
先の読めない難しい時代で
あるからこそ、将来のまち
づくりを考えることは難し
くとても悩んだ。しかし、
提言書には市民の貴重な意
見がいろいろと書かれてい
るので、ぜひ総合計画に取
り入れていただきたい。赤塚会長
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ブランド力を生かした力強い農業と観光のまち富良野をつく農業と観光のまち富良野をつくるる

農業と観光が連携した取り組み

を進め新たな産業をつくる

●富良野の農業も観光も過渡期であ
り、大転換を図らなければならない

●1次産業×2次産業×3次産業＝6
次産業になる高付加価値が必要

●生産、加工、販売、観光により多
角的な法人は400%の成長率がある

●生産者自ら農作物を加工できる施
設や工場が近くにあったらいい

　　●山部や麓郷では、修学旅行生
　　の農業体験を受け入れている

地球にやさしい環境を守るまち富良野をつく地球にやさしい環境を守るまち富良野をつくるる

先代から引き継いできた富良野

の自然環境を守る

●雄大な自然景観は富良野市の財
産であり守っていかなければなら
ない

●東京大学演習林に遊歩道ができ
て観光客が楽しめれば富良野の宝
となる

●富良野の水や空気は汚染されてお
らず、とてもきれいでおいしい

「燃やさない・埋めない」を基本理念にご

みの分別リサイクルに取り組み続ける

●富良野市のごみの分別リサイクル
は、市民の頑張りであり、すばらし
いこと

●地域ブランド調査によれば「環境
にやさしい」イメージランキング１
位になった

ごみや空き缶の落ちていないき

れいなまちをつくる

●まちのなかがきれいだと人はご
みや空き缶を捨てなくなる

●子どもが空き缶を拾って持って
くると地域通貨を払え
るような仕組みができ
ないだろうか

環境に負荷をかけない生活スタイ

ルに向けて市民みんなで取り組む

●酸性雨など世界的な規模で地球
環境問題が深刻化している

●消費者協会や市民環境会議では、
環境問題について継続的に活動を
している

●石油資源が40年後に枯渇すると
いう予測もある

●太陽光やペレットストーブなど多
様な新エネルギーの導入に取り組む

●自然を生かしたスポーツの奨励とスポーツ観光の誘致を連携させる
●地球温暖化の影響で、今まで収穫できなかった作物が取れるようになった
●今では、新潟県のお米より、北海道のお米の方がおいしいという話も聞く

●過剰包装をあらためごみを減らすべき
●環境教育を積極的に教育課程に組み入れる

●●『『
安
心
で
き
る
環
境
』
を
す
べ
て

安
心
で
き
る
環
境
』
を
す
べ
て
のの

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
ま
ち
づ
く

　
　
　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
ま
ち
づ
く
りり

●●
郷
土
に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ

郷
土
に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
てて

元
気
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

　
　
　

元
気
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
りり 富良野で生まれ育った子どもが、富良野で働き生活する

●子どもの頃から富良野市に愛着
を持てるような情操教育をすべき

●会社に勤める発想から、自ら起業
化する「自立の教育」を促す

●「山をつくる者は50年先を見て木
を植える」「まちをつくるものは100
年先をみて人をつくる」を合言葉に
人づくり、人育てを

婚活を行い婚姻率、出生率を上げ

富良野の子どもを増やす

●若い人が結婚をしない。結婚が遅
い。地域に子どもがいない

●最近では、児童公園で遊んでいる
子どもを見かけなくなった

安心して子どもを生み、育てるこ

とができる支援の充実を

●若い人が子どもを生まない。生め
ない。子育ての助成制度

●富良野で子育てしたいという独
自の政策が見受けられない

農業・商業・消費者の連携を図り地

産・地消（他消）を積極的に進める

●愛食ツアーなど、地元の農作物を
地元の人が食べることはいいこと
である

●クリーンでおいしい富良野の農
作物をもっとＰＲすべきである

次代を担う子どもたちを育てるまち富良野をつく次代を担う子どもたちを育てるまち富良野をつくるる

富良野ならではの魅力ある高校

教育を導入する必要がある

●旭川へ進学する高校生が40人から
70人に増え、富良野市内の高校に通
う生徒が減少している

●富良野市から「お医者さんをつく
る」ために特進クラスを設ける

●チャレンジレストランの実践に
より、高校生に経営能力を身につけ
させているところもある

●富良野の野菜を使ったスイーツを
学べる「料理科」があったらいい

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおここここここここここここここここここここしししししししししししししししししししし懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会がががががががががががががががががががが考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考ええええええええええええええええええええたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたし懇話会が考えた 

政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策のののののののののののののののののののの木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーリシーツリー）））））））））））））））））））））
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ブランド力を生かした力強い農業と観光のまち富良野をつくブランド力を生かした力強い農 る

●●
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
るる

創
造
と
自
立
の
ま
ち
づ
く

　
　
　
　
　

創
造
と
自
立
の
ま
ち
づ
く
りり

●●
自
ら
考
え
行
動
し
、
そ
の
行
動
に
責
任
を
負

自
ら
考
え
行
動
し
、
そ
の
行
動
に
責
任
を
負
うう

自
主
自
律
の
ま
ち
づ
く

　
　
　
　
　

自
主
自
律
の
ま
ち
づ
く
りり

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおここここここここここここここここここここしししししししししししししししししししし懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会がががががががががががががががががががが考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考ええええええええええええええええええええたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた 富良野市地域おこ

政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策のののののののののののののののののののの政策の木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーポ ））））））））））））））））））））

人々が助け合い地域が助け合うまち富良野をつく人々が助け合い地域が助け合うまち富良野をつくるる

「元気かい！」と気軽に声を掛け合え

るような人間関係をみんなでつくる

住んでいてよかったと思えるような地域のコミュニティをつくる

●葬祭場ができたことにより、地域
会館での葬儀が減少し、町内会の
人々とのコミュニケーションが図
れず、町内会離れが進んでいる

●町内会活動は役員の高齢化が進
み、地域の若い担い手がいなくなっ
ている

●これまで共同活動で培われてき
たコミュニティが「お金」で解決で

●人間関係が希薄となり、人々が支
え合う「力」が弱くなっている

●富良野の人は、ややせせこましく
排他的で他力本願なところがある

●外から来た人に対して「出る杭は
打つ」的なところがある

●移住者などの文化人・芸術家と、
市民とが交流できる機会をつくる

きるようになった

●若い世代と高齢者が共に生活で
きるような集合住宅によりコミュ
ニティの復活を

●行政任せでない自主自立の地域
活動を強化するための支援を

●人づくりは村づくり、村づくりが
まちづくりである

仲間同士で輪をつくり、地域のこ

とは地域で考え支え合う

●東山では地域住民が運転手となっ
てコミュニティカーを運行している

●山部ではまちおこし委員会が地
域の活性化に取り組み始めている

●地域活性化の提案者や実行者に
対しご褒美的なメリットを

●東山では福祉連合組織が高齢者と
のふれあい、安否確認を実施

農業で「食える」という新たな社

会システムをつくる

●農業生産者は、自分でつくった物
に自分で価格をつけることができ
ない

●親として自分の子どもたちに「農
家を継げ」と自信を持って言えない

●異常気象、原油や肥料の高騰、機
械経費が高く農業者の生活は苦しい

農村の持つ機能を維持し担い手

を確保して限界集落にさせない

●農家人口が減少し、後継者も不足
し、農村集落を維持できない

●農業をやりたい人が、規制な
どで簡単に農家経営できない

●独身農業者の対応など、農家の花
嫁対策をしっかり取り組むべき

高齢者が不安を感じず、生きがい

を持って生活できる環境をつくる

安心して住むことができる快適な生活環境を整える

●富良野市は都会でもなく、田舎で
もなく非常に住みやすい

●まちなかに憩いの場となる大規
模な自然公園があったらいい

●光ファイバーは起業化する人の
ために絶対に必要なインフラ整備

●お年寄りの住んでいた空き住宅

●高齢化により介護施設が足りない

●介護職の離職率も高い。介護施設
側と行政が一体となりケアワー
カーの養成が必要である。在宅介護
の政策を

●駅東側では、食料品や日用雑貨の購
入に不安を抱えている高齢者が多い

●お年よりには、知恵や意欲を活かし、
「観光の舞台」で活躍してもらいたい

消費者の保護・自立に向けた取り

組みを充実する

「観光で食っていく」腹づもり

●富良野市は200万人の観光客が来
る現状にあぐらをかいている

●市の全体予算のなかで、観光に占
める予算が少ない

市民の防災意識を高める

●災害時の避難場所を知っている
人が少ない

安全で安心な暮らしができるまち富良野をつく安全で安心な暮らしができるまち富良野をつくるる

を安い家賃で若い人に賃貸し、その
家賃でお年寄りが生活するハウス
エクスチェンジを市が仲介してシ
ステム化できないか

●心肺が停止して8分以内に救急車
が来なければ生存率が下がる。心肺
蘇生の習得を

●悪質な訪問販売や電話勧誘、振り
込め詐欺、食品や製品の安全性や表
示のトラブルが多発している
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富良野市では、平成２３年度からスタートする新たな総合計画に向けて市民の意見を
聞くために、市民意識調査や地域懇談会、地域おこし懇話会などを開催してきました。
しかし、多くの市民は総合計画策定に関わるのが難しい状況です。そこで、新たな
総合計画策定に向けた市民参加や市役所の組織風土改革のあり方をテーマに講演会
を開催しますので、多くの市民のみなさんの参加をお待ちしています。

と　き：３月６日（土曜日）午後２時から５時
ところ：文化会館大会議室

内　容：演題「総合計画策定に市民や職員はどう関わるか！」
　　　講師　社団法人日本経営協会専任講師　浦野　秀一さん
参加料：無料
申込み：電話で申し込みください（当日参加も可能です）

ままちちづづくくりり講講演演会会をを開開催催ししまますす

問合せ/申込み　企画振興課　拶３９－２３０４

《パブリックコメント手続》意見募集期間２月１日(月)～２月２２日(月)

みなさんのご意見をお寄せください

原案を作成した理由

　市立富良野西中学校の校舎は昭和
57年に改築され、平成19年度にバリア
フリー化されましたが、屋内運動場は
昭和36年に建設されてから48年が経
過し、学校施設では最も古い建物と
なっています。また、特別教室の技術
室も昭和40年に建設してから44年経
過をしていることから老朽化が著し
く進み、授業並びに生徒の部活動など
に支障をきたしている状況です。
　改築にあたっては、学校教育環境の
向上を図るとともに、学校開放活動や
地域住民の避難場所などへの有効な
活用ができるよう進めていきます。

改築の内容
●基本的な考え方

　安全・安心な学校づくりの一環とし
ての教育環境施設の整備を図り、地域
住民の避難所・学校開放事業などへの
有効な活用ができるよう配慮しなが
ら進めていきます。
・子どもたちの主体的な活動を支援す
　る施設

富
良
野
市
立
西
中
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場
改
築
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・安全でゆとりと潤いのある施設
・地域と連携した施設
●施設の規模

・屋内運動場　約1,187㎡
　構　造　木造　平家建
　主要室　アリーナ・ステージ・器具
　　　　　庫・トイレ(男・女・多目的)
　　　　　男女更衣室・玄関・ホール・
　　　　　渡り廊下
・特別教室　約159㎡
　構　造　木造　平家建
　主要室　工作技術室・準備室・渡り
　　　　　廊下

今後のスケジュール

３月　パブリックコメント手続結果公表
３月　改築工事発注予定

意見提出先／問合せ

教育委員会学校教育課
〒０７６‐００３２　富良野市若松町５番１０号
　志３９‐2320　思２３‐3528
　電子メール
　　kyoiku-ka@city.furano.hokkaido.jp

原案(全文)の公表場所
陰行政情報コーナー
（市役所１階市民ロ
ビー)隠山部・東山支所
窓口韻担当課窓口吋文
化会館ロビー右図書館
ロビー宇市ホームペー
ジ

意見を提出できる方
○市内に住んでいる方
○市内で働いている方
○市内で学んでいる方
○市内に事業所がある
　法人や団体

意見の提出方法
○封書・ファックス・メ
　ールなど書面（様式は
　自由)・録音テープで
　お寄せください。
○担当課窓口に直接提
　出（郵送可）、または
　公表場所の意見箱へ
　提出もできます。
○意見を提出するとき
　は、住所・氏名などを
　記入してください。　
　氏名などは公表しま
　せんが、記入がない場
　合には回答できない
　場合もあります。

市民参加手続のコーナー
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市政
アラカルト

２月ＦＥＢＲＵＡＲＹ

市有財産(宅地)を売払います
　右表の市有財産を記載の条件及び売払い価格で売
却します。

売却条件
　投機的取得及び転売目的での購入はできません。
契約後３年以内に住宅を建築できる方。
その他
　現地説明会、申し込み期限、契約条件（契約保証
金、売買代金納付期限など）は、市のホームページ
または公告板で確認ください。申し込み多数の場合
は抽選で決定します。

鰹問 財政課　拶３９‐２３０６

価　格土地の面積地目所在地番住　所

７,４１１,０００円(税込)３４５. ６６釈宅地
新富町
４４９７番５

新富町
３番

７,４１１,０００円(税込)３４５. ６５釈宅地
新富町
４４９７番６

新富町
３番

７,４１１,０００円(税込)３４５. ６６釈宅地
新富町
４４９７番７

新富町
３番

←携帯で読み
取ってください。
地図が表示され
ます。

持
続
可
能
な
富
良
野
の
未
来

の
た
め
の
学
術
報
告
会

　

北
大
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
S
G
P
）
が
富

良
野
市
を
モ
デ
ル
と
し
て
「
持
続
的
生
物

生
産
圏
の
構
築
と
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を

テ
ー
マ
に
4
年
に
わ
た
る
調
査
研
究
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
調
査
研
究
を
も
と
に
、

今
後
の
富
良
野
に
お
け
る
持
続
可
能
な
未

来
に
つ
い
て
の
研
究
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

と　

き

　
　

２
月
６
日
鰹土
 
　

午
後
１
時　

分
３０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
４
時　

分
３０

と
こ
ろ　

市
役
所
大
会
議
室

入
場
料　

無
料

併
せ
て
記
念
講
演
も
行
い
ま
す　

●
高
く
な
る
石
油
に
ど
う
備
え
る
か

講
師　

も
っ
た
い
な
い
学
会
Ｅ
Ｐ
Ｒ
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野　

治
さ
ん

申
込
み　

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

鰹問
 

農
林
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
９

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

　

新
た
に
一
般
成
人
（　

歳
〜　

歳
）
に

19

64

つ
い
て
も
1
月　

日
鰹金
 

か
ら
接
種
可
能
と

22

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
優
先

接
種
者
の
方
に
つ
い
て
も
接
種
で
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成

　

接
種
を
希
望
す
る
優

先
接
種
者
と
一
般
成
人

で
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
（
世
帯
全
員
が
非
課

税
で
あ
る
こ
と
が
条
件
）

及
び
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
接
種
費
用
助

成
が
あ
り
ま
す
。
受
診
前
に
手
続
き
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
す
で
に
接
種
費
用
を
支

払
っ
て
い
る
方
は
、
払
い
戻
し
し
ま
す
。

償
還
払
い
に
必
要
な
書
類　

新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
接
種
済
証
・
領
収
書
・
印
鑑
・

銀
行
口
座

鰹問
 

保
健
医
療
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

第　

回
全
国
高
等
学
校
ス

５９
キ
ー
大
会
（
ア
ル
ペ
ン
種
目
）

　

全
国
一
の
高
校
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決

め
る
大
会
で
、
昨
年
実
績
で
北
海
道
か
ら

宮
崎
県
ま
で
の　

都
道
府
県
の
代
表
が
参

42

加
し
ま
す
。
全
国
か
ら
参
加
す
る
高
校
生

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ス
キ
ー
競
技
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き

◆
２
月
３
日
鰹水
 
　

午
後
４
時　

分
３０

　

開
始
式
（
文
化
会
館
）

◆
２
月
４
日
鰹木
 
　

午
前
９
時　

分
３０

　

男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

◆
２
月
５
日
鰹金
 
　

午
前
９
時　

分
３０

　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

◆
２
月
６
日
鰹土
 
　

午
前
９
時　

分
３０

　

男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

◆
２
月
７
日
鰹日
 
　

午
前
９
時　

分
３０

　

女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

と
こ
ろ　

富
良
野
ス
キ
ー
場　

北
の
峰

ゾ
ー
ン　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
コ
ー
ス

鰹問
 

社
会
教
育
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

▲昨年行われた「全国高等学
校選抜スキー大会」

北
方
領
土
の
日

特
別
啓
発
期
間

１
月
　
日
～
２
月
　
日

２１

２０

　

北
海
道
は
こ
れ
か
ら
も

　

変
わ
ら
ず
北
方
領
土
返
還
を

　

強
く
要
求
し
ま
す
。
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連合会・町内会の話題をお知らせください。

　

正
月
の
風
物
詩
と
し
て

な
じ
み
の
深
い「
か
る
た
」

の
伝
承
と
普
及
に
力
を
注

い
で
い
る
の
は
、
富
良
野

一
声
か
る
た
倶
楽
部
（
重

綱
一
雄
会
長
、
通
称
「
一

声
会
」）。

　

昭
和　

年
に
現
会
長
の

２３

お
兄
さ
ん
（
重
綱
敏
男
さ

ん
）
が
仲
間
を
集
め
て
結

成
し
ま
し
た
。
読
み
手
が

読
み
始
め
る
と
、
全
員
が

そ
の
声
に
集
中
す
る
様
子

が
「
鶴
の
一
声
」
の
よ
う

だ
っ
た
た
め
、「
一
声
」
の

言
葉
を
会
の
名
称
に
入
れ

ま
し
た
。
現
在　

人
の
会
員
が
、

１５

主
催
の「
市
民
大
会
」や
、富
良
野
・

上
富
良
野
・
美
瑛
・
芦
別
で
持
ち

ま
わ
り
開
催
の
「
沿
線
か
る
た
大

会
」
を
始
め
、
多
く
の
大
会
へ
の

参
加
・
協
力
、
定
期
練
習
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
か
る
た
を
と
お
し
て
、
礼
儀
、

集
中
力
、
記
憶
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
能
力
が
身
に
つ
き
ま
す
」
と
話

す
の
は
事
務
局
長
の
田
中
靖
彦
さ

ん
。
さ
ら
に
、
田
中
さ
ん
は
「
ほ

ぼ
同
時
に
札
を
つ
い
た
と
き
、
自

己
主
張
が
で
き
な
い
た
め
に
札
を

取
ら
れ
る
子
が
い
ま
す
。
私
は
そ

の
様
子
を
見
る
と
必
ず
『
取
っ
た

と
き
は
取
っ
た
と
主
張
し
な
さ

い
』
と
指
導
し
ま
す
。
す
る
と
、

や
が
て
内
向
き
の
性
格
の
子
で
も

礼儀、集中力、記憶力礼儀、集中力、記憶力。。
「あそびながら学ぶ「あそびながら学ぶ」」
かるたをぜひかるたをぜひ！！

かるたの練習をする会員と指導を受ける子どもたち
■富良野一声かるた倶楽部■

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
映

明
治
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け

明
治
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け
継継

が
れ
る
伝
統
芸
能
を
絶
や
さ

が
れ
る
伝
統
芸
能
を
絶
や
さ
ぬぬ

取
り
組

取
り
組
みみ

■
富
良
野
獅
子
舞
保
存
会
■

　

笛
・
太

鼓
・
鐘
の

軽
快
な 
囃 はや

 
子 
の
音
色

しに
合
わ
せ

て
勇
壮
に

舞
う
獅
子

と
獅
子
取

り
―
。

　

１
月　
１０

日
に
行
わ
れ
た
成
人
式
で
、
新
成

人
へ
の
お
祝
い
の
舞
を
披
露
し
た

の
は
「
富
良
野
獅
子
舞
保
存
会

（
佐
々
木
広
道
会
長
）」。
地
域
の
伝

統
芸
能
を
受
け
継
ぐ
会
と
し
て
、

富
良
野
神
社
例
大
祭
で
の
奉
納
を

事
業
の
中
心
に
据
え
、
各
種
行
事

の
出
演
依
頼
に
可
能
な
限
り
応
え

な
が
ら
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

富
山
県 
砺  
波 
市
か
ら
伝
え
ら
れ

と 

な
み

た
と
い
う
富
良
野
市
の
獅
子
舞
の

歴
史
は
古
く
、
明
治　

年
ま
で
さ

４２

か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
初
は
、「
学
田

三
区
獅
子
舞
」
と
し
て
活
動
を
開

始
し
、
途
中
、
後
継
者
不
足
や
会

員
の
減
少
な
ど
に
よ
る
活
動
休
止

期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
富
良
野

獅
子
舞
保
存
会
」
と
し
て
昭
和　
５９

年
に
活
動
を
再
開
し
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

保
存
会
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
た

メ
ン
バ
ー
や
そ
の
家
族
を
中
心
に
、

気
の
合
う
仲
間
約　

人
で
地
道
な

３０

活
動
を
継
続
し
て
お
り
、
事
務
局

成人式の舞台で新成人に送った躍動感あふれるお祝いの演舞

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
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人

　

平
成　

年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し

１９

た
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト　

宙

（
そ
ら
）
に
感
謝
」
は
「
自
然
・
地

球
・
癒
し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

た
商
品
の
販
売
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
手
が
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
代

表
を
務
め
て
い
る
の
が
、
小
池
み

つ
え
さ
ん
。
山
形
県
の
出
身
で
す
。

　

小
池
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
東

京
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
服
の
直
営
店

に
入
社
。
主
に
接
客
を
担
当
し
、

銀
座
店
の
店
長
に
起
用
さ
れ
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
会
社
を
退
社

後
は
、
日
本
各
地
を
仕
事
で
回
る

日
々
。
働
き
な
が
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
健
康
管
理

士
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た

が
、
心
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。「
い
ま
振
り

返
れ
ば
、
自
分
探
し
の
旅
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

癒しが富良野の最大の魅力。この魅力を多くの人に伝えたい 

良野に 小池 みつえさん
朝日町

こ　い　け

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、　

年
前
に

２０

初
め
て
北
海
道
を
訪
れ
た
こ
と
が

人
生
の
転
機
と
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。
小
池
さ
ん
は
「
北
海
道
の
雄

大
な
自
然
に
感
激
し
ま
し
た
。
な

か
で
も
富
良
野
は
特
別
で
、
大
地

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
漠
然
と
で
す
が

将
来
、
富
良
野
に
住
ん
で
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

移
住
の
夢
が
実
現
し
た
の
は
３
年

前
、
中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

「
商
業
支
援
室
」に
応
募
し
た
こ
と
。

小
池
さ
ん
の
新
た
な
人
生
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

日
本
各
地
で
仕
事
を
し
た
経
験

や
出
会
い
の
数
々
は
、
現
在
の
仕

事
に
も
生
き
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
、『
質
問

家
』
マ
ツ
ダ
ミ
ヒ
ロ
さ
ん
や
『
登

山
家
』
栗
城
史
多
さ
ん
の
講
演
会
、

オ
ー
ロ
ラ
の
上
映
会
な
ど
も
、
今

ま
で
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
き

た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。「
考

え
方
次
第
で
人
生
は
変
わ
れ
ま
す
。

感
謝
す
る
こ
と
で
人
生
を
前
向
き

に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
」
と
言
い
、
こ
う
し
た

イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
人
が
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
で
「
人
の
繋
が
り

が
で
き
、
人
生
の
気
付
き
の
き
っ

か
け
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
言
い
ま
す
。

　

富
良
野
で
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
る
小
池
さ
ん
。
休
み
の

日
は
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。「
毎
日
が
観
光
し
て
い

る
気
分
。
特
に
十
勝
岳
連
峰
が
大

好
き
で
す
。
ど
の
季
節
も
輝
い
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

将
来
は
、
山
が
見
え
て
、
小
高

い
と
こ
ろ
に
「
癒
し
」
を
中
心
と

し
た
空
間
を
作
り
、
道
外
か
ら
多

く
の
人
を
呼
び
た
い
と
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。「
私
が
そ
う
だ
っ
た

よ
う
に
、
富
良
野
の
雄
大
な
自
然

や
大
地
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
ほ

し
い
。
私
は
私
の
で
き
る
こ
と
で

人
を
呼
び
た
い
。
癒
し
が
富
良
野

の
最
大
の
魅
力
。
そ
う
い
っ
た
場

所
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
夢
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

移る

富叡

「初めての北海道旅行では９００ＣＣの大型バイク
に乗り全道各地を回りました」と話す小池さん

長
の
里
口
勝
さ
ん
は
「
獅
子
舞
に

対
す
る
思
い
は
会
員
各
々
で
違
い

ま
す
が
、
本
当
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
会
員
の
お
か
げ
も
あ
っ

て
、
個
人
的
に
は　

年
間
よ
く
続

２５

い
た
、
と
の
思
い
が
一
番
で
す
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
に
対
し
て
は
、「
会

人
で
も
増
や
し
、
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
の
課
題
。
北
海
道
は

富
山
県
か
ら
の
入
植
者
が
多
く
、

富
山
を
起
源
と
し
た
獅
子
舞
が
近

郊
に
も
あ
る
の
で
、
で
き
れ
ば
今

後
、
交
流
を
深
め
て
活
動
の
糧
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
そ

う
で
す
。

員
の
入
れ
替
わ
り
を
繰
り
返
し
な

が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

徐
々
に
会
員
が
減
少
し
て
お
り
、

特
に
子
ど
も
の
踊
り
子
が
足
り
ま

せ
ん
」
と
話
す
里
口
さ
ん
。
最
近

で
は
会
員
不
足
の
影
響
で
活
動
に

支
障
を
き
た
す
状
況
も
あ
り
、
と

に
か
く
協
力
し
て
く
れ
る
方
を
一

主
張
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

言
い
た
い
こ
と
が
言
え
る
こ
と
で
、

い
じ
め
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
「
か
る
た
を
取
り
組
む
子
ど
も

会
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
お
手
伝

い
し
て
い
き
た
い
」
と
地
域
で
の

取
り
組
み
に
期
待
を
寄
せ
る
田
中

さ
ん
。
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
・

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
発
展
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
時
代
に
、
か
る

た
に
集
中
す
る
子
ど
も
た
ち
の
活

き
活
き
と
し
た
表
情
は
、
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。
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正
し
い
ご
み
の
分
別
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
と
減
量
化
に
大
き

く
貢
献
し
、
ご
み
処
理
経
費
の
削

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た

め
平
成　

年
か
ら
ご
み
分
別
の
啓

18

発
活
動
と
し
て
「
警
告
シ
ー
ル
貼

付
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

正
し
い
分
別
で
警
告
シ
ー
ル
を

減
ら
す
た
め
の
、
各
町
内
会
で
の

取
り
組
み
や
、
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

●
主
な
意
見
と
回
答

鰹問
 

転
勤
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
分

別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
の
排
出
が

多
く
な
る
。
転
出
入
時
に
は
、
さ

ら
に
き
ち
ん
と
し
た
説
明
を
し
て

ほ
し
い
。

鰹答
 

転
入
者
に
は
市
の
窓
口
で
説
明

を
し
て
お
り
、
さ
ら
に
丁
寧
に
説

明
を
重
ね
て
い
く
。
引
越
時
の
ご

み
に
つ
い
て
は
連
合
会
、
町
内
会

と
連
携
協
力
し
、
指
導
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
。

鰹問
 

観
光
客
が
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
分
別
し
な
い
で
ポ
イ
捨
て
す
る
。

富
良
野
は
ご
み
対
策
に
力
を
入
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ち
の
Ｐ

Ｒ
に
。

鰹答
 

町
内
会
の
み
な
さ
ん
に
ご
苦
労

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
観
光
客
へ

の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。

鰹問
 

警
告
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
ご
み

袋
は
シ
ー
ル
を
剥
が
す
と
き
に
破

れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
二
重
袋
は

テ
ー
マ
１

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

～
正
し
い
分
別
で

警
告
シ
ー
ル
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
～

な
ぜ
だ
め
な
の
か
。

鰹答
 

町
内
会
で
処
理
す
る
た
め
の
ご

み
袋
は
、
春
の
一
斉
清
掃
の
際
に

配
布
枚
数
を
増
や
す
な
ど
の
対
応

を
し
た
い
。
ま
た
二
重
袋
は
、
袋

を
裂
く
作
業
が
困
難
に
な
る
こ
と

と
、
シ
ー
ル
を
貼
ら
れ
た
未
分
別

の
ご
み
を
そ
の
ま
ま
入
れ
排
出
さ

れ
た
事
例
が
多
く
あ
っ
た
た
め
禁

止
と
し
た
。

鰹問
 

リ
サ
イ
ク
ル
掲
示
板
（
毎
月
配

布
の
啓
蒙
チ
ラ
シ
）
の
警
告
シ
ー

ル
の
貼
付
状
況
は
、
連
合
会
単
位

な
の
で
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
の

状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

鰹答
 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
の
シ
ー
ル

の
貼
付
状
況
を
町
内
会
長
に
お
知

ら
せ
す
る
の
で
、
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

鰹問
 

マ
イ
バ
ッ
ク
、
ば
ら
売
り
、
過

剰
包
装
な
ど
商
店
と
話
し
合
う
必

要
が
あ
る
の
で
は
。
ス
ー
パ
ー
の

な
か
に
は
ト
レ
イ
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、

油
な
ど
の
回
収
を
行
な
っ
て
い
る

こ
と
を
市
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
も

市
長
と
語
ろ
う

地
域
懇
談
会
の
結
果

 ３
３
６
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
懇
談
し
ま
し
た

８月から１１月にかけて、
市内１５会場で市長と語
ろう地域懇談会を開催
しました。
今年度はより多くの方
に参加いただけるよう、
開催を全て夜の時間に
し、地域ごとの身近な
テーマや課題について
意見交換を行いました。
懇談会で出された質問・
意見と市の考え方につ
いての概要をお知らせ
します。

地域懇談会の記録の全
文はホームページ、行政
情報コーナー、山部・東
山支所、文化会館、図書
館で公表しています。

地域懇談会に関する
問い合わせ

企画振興課

拶３９‐２３０４

▲会場を円卓方式にし、話やすい雰囲気のなかで行いました（朝日会館）
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富
良
野
市
の　

歳
以
上
の
高
齢

65

者
人
口
は
6
3
3
1
人　

・
6
％

25

と
、
四
人
に
一
人
の
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す
。
健
康
で
い
き
い
き
と
、

家
族
や
地
域
の
な
か
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

●
主
な
意
見
と
回
答

鰹問
 

地
域
で
助
け
合
い
マ
ッ
プ
を
作

成
し
た
が
、
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
が
今
後
の
課
題
。
民
生
委
員
だ

け
で
な
く
連
合
会
、
町
内
会
と
の

連
携
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
が
。

鰹答
 

地
域
福
祉
の
問
題
解
決
は
、
民

生
児
童
委
員
や
町
内
会
、
行
政
が

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

鰹問
 

認
知
症
な
ど
の
病
気
の
場
合
、

家
族
は
隠
そ
う
と
し
が
ち
だ
が
、

そ
の
現
実
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、

周
り
の
み
ん
な
に
助
け
て
も
ら
う

こ
と
も
大
事
。

鰹答
 

独
居
老
人
、
認
知
症
の
方
も
増

え
て
い
る
。
認
知
症
の
方
に
名
札

テ
ー
マ
２

安
心
し
て
住
め
る
地
域
を
つ
く
る

～
増
え
る
高
齢
者
世
帯

防
災
、
地
域
活
性
化
を
考
え
る
～

必
要
。

鰹答
 

平
成　

年　

月
か
ら
市
内
ス
ー

20

10

パ
ー
と
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る
協

定
を
結
び
、
マ
イ
バ
ッ
ク
利
用
を

推
進
し
て
い
る
。
さ
ら
に
過
剰
包

装
を
し
な
い
な
ど
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
い
き
た
い
。

鰹問
 

高
齢
者
の
な
か
に
は
分
別
が
間

違
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
な
い

ま
ま
ご
み
を
捨
て
て
い
る
方
も
い

る
。
高
齢
化
に
よ
り
分
別
が
難
し

く
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
対
策
を
。

鰹答
 

プ
ラ
ご
み
の
分
別
で
、
高
齢
者

に
は
理
解
し
に
く
い
面
も
あ
る
。

ご
み
袋
に
住
所
を
記
入
し
て
も
ら

い
、
町
内
会
で
分
別
を
助
け
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
隣
近
所
で
助

け
合
う
シ
ス
テ
ム
も
必
要
で
あ
る
。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
い
た

だ
き
解
決
し
て
い
き
た
い
。

鰹問
 

ア
パ
ー
ト
な
ど
で
町
内
会
未
加

入
者
の
な
か
に
は
、
分
別
を
し
て

い
な
い
方
も
い
る
の
で
、
指
導
に

力
を
い
れ
て
ほ
し
い
。

鰹答
 

町
内
会
や
ア
パ
ー
ト
の
管
理
者

な
ど
と
連
携
し
、
啓
発
の
文
書
を

回
覧
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
個
別

の
指
導
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

※
ご
み
分
別
方
法
に
つ
い
て
も
質

問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
適
時
広
報

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

を
つ
け
て
外
出
し
て
は
と
い
う
意

見
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
支
え
あ
う
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

鰹問
 

孤
独
死
は
大
き
な
課
題
。
要
支

援
者
だ
け
で
な
く
、
元
気
な
方
も

不
安
を
持
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の

独
居
老
人
へ
の
声
か
け
、
見
守
り

が
大
事
で
は
な
い
か
。

鰹答
 

地
域
差
を
解
消
し
て
い
く
な
か

で
、
一
人
ひ
と
り
を
見
守
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
一

歩
ず
つ
確
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

鰹問
 

高
齢
化
が
進
み
ま
ち
づ
く
り
を

担
う
人
材
の
確
保
が
大
き
な
課
題
。

公
営
住
宅
を
建
設
す
る
と
き
は
、

若
い
人
に
入
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

年
齢
層
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
。

鰹答
 

今
後
の
公
営
住
宅
建
設
の
と
き

は
、
１
階
に
高
齢
世
帯
、
２
・
３

階
に
若
い
人
と
い
っ
た
こ
と
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

鰹問
 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で

は
、
住
民
助
け
合
い
マ
ッ
プ
の
作

成
に
向
け
て
研
修
を
行
な
っ
て
い

る
。
実
際
の
マ
ッ
プ
作
り
に
は
市

や
地
域
の
方
の
情
報
、
知
恵
が
必

要
と
な
る
の
で
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

鰹答
 

協
力
、
連
携
を
し
て
い
き
た
い
。

鰹問
 

町
内
会
で
は
、
健
康
づ
く
り
や

地
域
づ
く
り
の
行
事
や
研
修
会
を

開
い
て
お
り
、
多
く
の
高
齢
者
も

参
加
し
て
い
る
。
活
動
へ
の
サ

ポ
ー
ト
は
な
い
か
。
ま
た
先
進
的

な
事
例
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

鰹答
 

地
域
で
引
き
こ
も
り
を
無
く
す

取
り
組
み
を
進
め
て
も
ら
う
こ
と

は
大
変
あ
り
が
た
い
。
市
で
は
要

望
が
あ
れ
ば
講
師
の
派
遣
を
お
こ

な
う
。
ま
た
出
前
講
座
も
活
用
し

て
ほ
し
い
。

■
地
域
会
館
の
運
営
に
つ
い
て

鰹問
 

収
入
増
の
努
力
も
し
て
い
る
が
、

葬
儀
な
ど
も
減
り
大
幅
に
収
入
が

減
っ
た
た
め
、
地
域
会
館
の
運
営

が
厳
し
い
。
現
在
の
市
か
ら
補
助

額
（
指
定
管
理
料
）
は
最
低
限
の

経
費
に
も
満
た
な
い
。

鰹答
 

会
館
に
よ
っ
て
運
営
状
況
に
大

き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て

理
解
し
た
。
地
域
に
負
担
し
て
も

ら
う
額
に
つ
い
て
は
、
各
会
館
の

運
営
委
員
会
と
協
議
を
し
実
態
を

把
握
し
た
上
で
、
指
定
管
理
料
を

見
直
し
た
い
。

■
除
雪
に
つ
い
て

鰹問
 

昨
年
除
雪
が
遅
く
一
日
中
道
路

を
歩
け
な
い
状
況
が
２
、
３
日

あ
っ
た
。
状
況
、
理
由
を
説
明
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

鰹答
 

ま
ず
一
車
線
を
開
け
る
こ
と
を

優
先
し
て
除
雪
を
行
な
っ
て
い
る
。

他
の
地
域
で
止
め
ら
れ
作
業
時
間

を
要
し
て
先
に
進
め
な
い
状
況
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
除
雪
前
に

地
域
と
協
議
を
行
な
う
。

■
農
業
に
つ
い
て

鰹問
 

鹿
だ
け
で
な
く
、
熊
の
目
撃
や

き
つ
ね
の
被
害
な
ど
も
あ
り
、
対

策
を
お
願
い
し
た
い
。

鰹答
 

今
年
度
の
熊
捕
獲
数
は
昨
年
の

３
倍
か
ら
４
倍
に
増
え
て
い
る
。

対
策
と
し
て
ハ
ン
タ
ー
の
養
成
や

駆
除
料
で
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て

鰹問
 

人
口
を
増
や
す
施
策
は
重
要
だ

が
、
若
い
人
を
受
け
入
れ
る
体
制

が
十
分
で
な
い
。
住
宅
が
な
い
、

働
く
と
こ
ろ
が
な
い
、
行
政
の
支

援
体
制
の
充
実
が
必
要
。

鰹答
 

道
内
外
か
ら
富
良
野
に
興
味
を

持
ち
、
移
住
・
定
住
の
問
い
合
わ

せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
雇

用
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の

相
乗
効
果
で
生
ま
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
行
政
で
も
情
報
提
供

な
ど
支
援
体
制
を
充
実
し
、
雇
用

の
改
善
に
取
り
組
み
た
い
。

そ
の
他
の
懇
談

　

現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
、

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
高
齢
者

に
対
す
る
見
守
り
、
防
災
を
対
象

に
新
富
町
・
桂
木
町
・
朝
日
町
が

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
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の運営等の状況について

国 家 公 務 員富 良 野 市
区　分

勧奨定年自己都合勧奨定年自己都合
３０.５５月分２３.５０月分３０.５５月分２３.５０月分勤続２０年
４１.３４月分３３.５０月分４１.３４月分３３.５０月分勤続２５年
５９.２８月分４７.５０月分５９.２８月分４７.５０月分勤続３５年
５９.２８月分５９.２８月分５９.２８月分５９.２８月分最高限度額

主　　な　　内　　容名 称

陰配偶者　１３,０００円
隠配偶者以外の扶養親族　1人6,０００円
韻１５歳～２２歳までの子　1人5,０００円加算

扶養手当

陰借家・借間　家賃が１２,０００円を超える場合に
支給。限度額２７,０００円
隠持ち家　６,０００円

住居手当

陰交通機関利用者　実費支給
隠交通用具利用者
　2～5灼未満　2,０００円
　5灼以上　往復距離×２０円×２１日（４５,０００円限度）

通勤手当

支給総額　3,７０８万円[平成２０年度]（前年度3,９３６万円）
１人当たり年額　１４４,８４３円[平成２０年度]（前年度１４９,０８０円）

時 間 外
手 当

主な増減理由増減
職　員　数

部　門
２０年２１年

55議　会
５８５８総　務
１３１３税　務

事務統廃合・縮小▲3６１５８民　生
事務統廃合・縮小▲1３７３６衛　生

22労　働
１８１８農林水産

業務増257商　工
事務統廃合・縮小▲4２４２０土　木
事務統廃合・縮小▲2４１３９教　育

▲8２６４２５６一般会計小計

77水　道
77下水道
99ワイン事業
17１７その他

４０４０企業会計等小計

▲8３０４２９６合　計

国家公務員富　良　野　市
区分

勤勉手当期末手当前年比勤勉手当期末手当
0.７５月分1.４０月分1.００0.７５月分1.４０月分６月
0.７５月分1.６０月分1.００0.７５月分1.６０月分１２月
1.５０月分3.００月分1.５０月分3.００月分計

　期 末 手 当　月　額区　分
支給割合

６月期　2.１５月分
１２月期　2.３５月分
　計　　4.５０月分

６４９,６００円市　長
給　

料
５６６,８６５円副市長

４９２,４８０円教育長

支給割合
６月期　1.７０月分
１２月期　1.７５月分
　計　　3.４５月分

３８２,０００円議　長
報　

酬
３３７,０００円副議長

３１０,０００円議　員

平均年齢平均給与月額区　分
４４歳1カ月３４７,０２１円一般行政職

初　任　給区　　分
１６８,７００円大学卒一　般

行政職 １３７,２００円高校卒

１人当たり
給与費Ｂ/Ａ

給　与　費職員数
Ａ 計　Ｂ期末・勤勉職員手当給　料

６１４万
6,０５３円

１６億
４１２万円

4億
2,２０２万円

1億
4,６９０万円

１０億
3,５２０万円２６１人

前年度
人件費率

人件費率
Ｂ/Ａ

人件費
Ｂ

歳出決算額
Ａ人　口

２０.5%２１.5%  ２２億
7,２３９万円 

 １０５億
4,５９５万円 ２４,４８８人

鰹問 総務課 拶39‐2300

繋人件費の状況（平成２０年度一般会計決算）

１.人口は、住民基本台帳（平成２１.3.３１現在）によります。
２.人件費には、一般職のほか市長や副市長などの常勤特別職
に支給される給料、議員などの非常勤特別職の報酬が含まれ
ます。また、共済費や退職手当組合負担金なども含まれます。

罫職員給与の状況（平成２１年度一般会計予算）

１.手当には、管理職・寒冷地・住居・通勤・時間外手当が含
まれます。
２.給与費は、特別職も含まれます。

茎初任給（平成２１年4月1日現在）

荊職員の平均給与月額の状況（平成２１年4月1日現在）

給与には、給料のほか手当（期末・勤勉・寒冷地・退職手当
を除く）が含まれます。

蛍特別職の給料・報酬（平成２１年4月1日現在）

計期末勤勉手当の支給割合（平成２１年4月1日現在）

詣退職手当の支給割合（平成２１年4月1日現在）

１.北海道市町村職員退職手当組合に加入
２.平成２０年度一人当たり平均支給額（全職種）　2,３４６万円

警その他の手当（平成２１年4月1日現在）

軽部門別職員数の状況（平成２１年4月1日現在）

職員数は、一般職の職員数であり、休職者を含み、特別職（3
役）、臨時・非常勤職員を除きます。

職員給与・手当の状況
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　　   富良野市人事行政 
　地方公務員法第５８条の２及び富良野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定に基づ
き、平成２０年度の富良野市の人事行政運営の概要及び公平委員会の業務の状況を次のとおり公表します。
　人事行政とは、市職員の任免、給与、勤務条件など市職員に適用される基準などの全般をいいます。

最　終
合格者数受験者数採用者数試験区分区　分

1人1人1人一般教員看護教員

課任免及び職員数に関する状況
職員の採用に関する状況（平成２０年度採用分）

合　計その他自己都合
退　職勧奨退職定年退職

１１人ー1人2人8人

３８時間４５分（月曜～金曜）１週間の勤務時間
７時間４５分（８時３０分～１７時１５分）１日の勤務時間
６０分（１２時～１３時）休憩時間

取得率平均使用
日　数対象職員数総使用日数付与日数

３０.0％１１.8日３０１人3,５６３日１１,８８４日

訓告など免職停職減給戒告処　分　理　由

71職務上の義務に違反し
又は職務を怠った場合

研　修　内　容受講者数研 修 名
市行政の運営に必要な基礎的知
識の習得1人新規採用者研修

（中途採用職員）

法令実務、地方公務員法など３２人北海道自治政策
研修センター

財務会計システムについて(１５人)
メンタルヘルスについて(１４人)
生活習慣病について（２０人）

４９人職員研修会

先進地視察（道内・海外）、
資格取得など１０人自己研修

職種転換に伴う研修8人配置転換職員研修

許可人数申請人数区　　　　分
ーー報酬を得て事業または事務に従事する場合
ーー自ら営利を目的とする場合
ーーその他

件　数区　分

1件公務災害

受診者数対象者数健 康 診 断 の 種 類

２３２人２３８人総合健診（人間ドック）

９０人９５人定期健康診断（嘱託職員含む）

６３人６４人ＶＤＴ作業従事者健診

平成20年度

職員の退職に関する状況（平成２０年度）

職員数について
　右頁 軽部門別職員数の状況を参照ください

嘩給与の状況
　右頁 繋人件費の状況～警その他の手当を参照ください

貨勤務時間その他の勤務条件の状況
職員の勤務時間の状況（平成２０年度）

（注）特別な形態での勤務が必要な職員は、上記以外の時間
帯で勤務をしています。

年次有給休暇
　職員の年次有給休暇は、一の年につき２０日付与され、翌年
に２０日を限度として繰り越しができます。（一の年につき最
高４０日付与）

年次有給休暇の取得状況（平成２０年分）

育児休業の取得状況（平成２０年度）
　女性職員７人が取得。（平成１９年度からの継続者を含む）

介護休暇の取得状況（平成２０年度）
　介護休暇の取得者はいませんでした。

迦職員の分限及び懲戒処分の状況
分限処分者数（平成２０年度）
　平成２０年度は、心身の故障による分限処分で１人が休職し
ています。また、懲戒処分については、次のとおりです。な
お懲戒処分までには至らない義務違反で、口頭（厳重注意）
及び書面（訓告）による処分があります。

過服務の状況
職員の営利企業などの従事制限について（平成２０年度）

職員の服務規律保持のための取り組み状況
　平成２０年12月1日　年末年始における厳正な服務規律の確
保について

霞職員の研修の状況（平成２０年度）

蚊職員の福祉及び利益の保護の状況
健康診断の状況（平成２０年度）

公務災害の認定件数の状況（平成２０年度）

職員福利厚生会の状況（平成２０年6月1日～平成２１年5月３１日）
　職員福利厚生会は、地方公務員法第４２条の規定により、相
互扶助の精神に基づいて会員の親睦・福祉を図り、会員の文
化・教養・保健体育に関する事業などを実施しており、会員
（職員）の会費及び市の交付金などで運営されています。
　○会員数３１９人（一部事務組合を含む）○総事業費１２,５３６千円
　○市の交付金3,１９０千円

俄公平委員会の業務の状況
勤務条件に関する措置の要求の状況（平成２０年度）
　勤務条件に関する措置の要求はありませんでした。

不利益処分に関する不服申し立ての状況（平成２０年度）
　不利益処分に関する不服申し立てはありませんでした。

苦情相談処理の状況（平成２０年度）
　苦情相談処理はありませんでした。
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ながらのお正月遊びが体験でき
るイベントが、１月９日に図書館

で行われました。折り紙、こま、けんだ
ま、紙ずもうなどのコーナーに多くの親
子が集まり、思い思いに楽しんでいまし
た。「昔遊びの達人」のおじいちゃんお
ばあちゃんや、高校生のボランティアに
遊び方を教えてもらいながら、自然と会
話やふれあいが生まれ、笑顔がこぼれま
した。

親子でふれあい。図書館で楽しく昔遊び

昔

博物館で絵を描こう！パステル画に挑戦

物館が主催する講座「博物館で絵
を描こう！」が１月１３日、生涯学

習センターで行われ、小学生から大人ま
で２２人が参加しました。画家の盛本学史
さんを講師に招き、パステルを使った絵
に挑戦。パステルは色を重ねたり、ぼか
すことによって絵に深みが出るのが特徴。
子どもたちは、全身パステルで汚れなが
らも、大きな鹿や昔の生活道具など博物
館の展示品を楽しく描いていました。

博

　

成
人
式
が
１
月　

日
に
文
化
会

１０

館
で
行
わ
れ
、
華
や
か
な
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
２
０
５
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
出
席
者
全
員
が
平
成
生

ま
れ
と
な
っ
た
今
回
の
成
人
式
で

は
、
弥
栄
太
鼓
保
存
会
と
獅
子
舞

保
存
会
が
伝
統
芸
能
で
花
を
添
え
、

合
唱
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ル
フ
ラ
ヌ

イ
が
、
新
成
人
と
と
も
に
国
歌
・

市
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
、

　

年
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
映
像

２０が
流
れ
る
と
、
懐
か
し
い
写
真
に

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
能
登
市

長
か
ら
は
「
明
日
の
富
良
野
を
担

う
人
材
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

当
日
回
収
の
出
席
者
ア
ン
ケ
ー

ト
（
回
収
率　

％
）
に
よ
る
と
、

９８

成
人
式
は「
ぜ
ひ
必
要
」「
必
要
」と

い
う
回
答
が　

％
、
成
人
式
に
参

７７

加
し
て
「
と
て
も
良
か
っ
た
」「
良

か
っ
た
」
が　

％
に
上
り
ま
し
た
。

８３

　

会
場
周
辺
で
は
、
式
の
前
後
に

旧
友
と
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
門
出
を
祝

二
十
歳
の
門
出
を
祝
うう
　

平
成　

年　

富
良
野
市
成
人
式

２２

２
７
０
人
の
新
成
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
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占冠村

露天風呂を満喫！

　アルファリゾート・トマムＶＩ
Ｚスパハウスの露天風呂「木林の
湯」が好評です。トマムの美しい
森に囲まれたこの露天風呂は、ス
キーやスノーボードで疲れた体を
癒してくれます。体はポカポカ温
かいのに、髪の毛が凍ってしまっ
てもご愛敬。おかげでのぼせにく
く、ゆったりとお湯に浸かること
ができます。

鰹問 経済課 拶５６‐２１７４

南富良野町
かなやま湖　冬の風物詩

「氷上ワカサギ釣り」

　かなやま湖のワカサギ釣りシー
ズンが到来しました。昨シーズン
から、町では釣り場の管理などを
行っていませんので、釣りをされ
る方は氷の厚さや周辺の状況を十
分ご確認のうえ、安全に注意して
行ってください。寒さが厳しくな
るこれからが本番です。ぜひお越
しください。

鰹問 産業課 拶５２‐2１７８

上富良野町

美味しい「かみふらのポーク」

　恵まれた自然環境のなかで生産
され、厳選されたブランド「かみ
ふらのポーク」。好バランス・低カ
ロリーでヘルシーな豚肉をぜひご
賞味ください。
　上富良野町内の精肉店、焼肉店
で取り扱っていますので、宴会な
どにいかがですか。

鰹問 産業振興課 拶４５‐６９８３

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

「 ペーパー
クラフト 」

近所のお店で
買ったテキス
トを頼りに作
りました。ボケ
防止のつもり
で、他にもいろ
いろクラフト
を楽しんでい
ます。

伊佐公子さん
　　　（若葉町）

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して
います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんの応募をお待ちしています。
応募、問い合わせは･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

沖縄・宜野座小学校と扇山小学校との交流

察の仕事を知ってもらおうと、富良
野警察署では１月１０日の１１０番の日

に合わせて「１１０番フェスタ２０１０inふらの」
を初開催しました。午後１時１０分から１１０分
間行われた、１１０尽くしのイベントには、親
子連れの市民など多くの方が参加しました。
普段は入ることのできない警察署内を一部
開放し、飲酒運転体験やパトカー乗車体験、
子ども用ミニ制服試着コーナーなど多彩な
催しで来場者を楽しませていました。

体感！けいさつの仕事 110番フェスタ2010

縄県の中心に位置する宜野座村宜
野座小学校の６年生９人が１月１１

日、扇山小学校を訪れ、雪遊びなどの交
流を楽しみました。宜野座村と富良野市
は「全国へそのまち協議会」のメンバー
である縁から、平成１７年から交流が始ま
り、今回初めて訪問が実現しました。両
校の児童は校庭内にある「がんばり山」
で、そりすべりやチューブすべりを体験
するなど、北海道の冬を満喫。校庭内は
笑顔と笑い声で溢れていました。

沖

警

中富良野町
自慢の地酒が大集合

なかふらの地酒まつり

　会場では地元の原料を使用した
純米酒、吟醸酒やワイン、ビール
などの飲み物のほか、手作りのお
いしい料理も取りそろえてお待ち
しています！
　歌謡ショー・抽選会などのイベ
ントもお楽しみください。

と　き　２月１２日鰹金 午後６時～
ところ　農村環境改善センター

※チケット1,500円（飲み物３杯、
料理付当日券あります）

鰹問 ＪＡふらの中富良野支所 拶４４‐２２１３
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Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
テ
ー
ブ
ル
捌
ラ
ン
ド
セ
ル（
赤
、黒
）
捌

ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
（
男
性
Ｌ
）
捌
水
槽
（　
３０

㍑
）
捌
ス
キ
ー
（
１
１
５
㎝
）

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
捌
ス
キ
ー（
１
０

０
㎝
）
捌
Ｆ
Ｆ
式
ス
ト
ー
ブ
捌
電
子
ピ
ア

ノ
捌
携
帯
用
ラ
ジ
オ

消費者相談 Ｑ＆Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと山部支所、東山支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

引越し荷物を全額補償して！（２０代 男性）

消費者相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時
※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

　　　引越し業者に依頼して、単身パックで衣服・本・

　　　ミニコンポなどを送りました。着いた荷物を確

認するとミニコンポを梱包していた段ボールが壊れて

いて、すぐコンセントにつないでみたのですが音が鳴

らなくなっていました。業者は引越荷物には高額な補

償金が掛けてあると強調していたので、やや高額でし

たが修理代を請求すると、全額負担することはできな

いと言われました。また、破損した段ボールを見せて

ほしいと言われましたが、すでに処分していました。

なぜ全額補償してもらえないのでしょうか。

　　　契約書には「引越荷物の補償は、時価相当額を
　　　補償する」と書かれていたため、時価額を超え
た金額の支払いは難しいと思われます。相談者にはミ
ニコンポの時価額を家電販売店などで確認して、業者
と話し合うように助言しました。また、段ボールは引
越業者から破損状況の確認を求められたときのために
保存しておきましょう。引越を依頼するときには引越
料金だけでなく、重要事項に記載された内容を確認す
ることが大切です。トラブルを防ぐために国土交通省
は「引越標準約款」を定めています。荷物の紛失、破
損などの請求期間は荷物を受け取ってから３カ月以内
と規定されていますので、季節はずれの荷物なども到
着後直ちに確認することをお勧めします。

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

ごみＱ＆Ａ寄付  ありがとうございます

富良野市へ

近藤　富貴さん　　　　  金５万円

博物館へ

吉田　治さん
古写真　　　　　　 　　  １０点

袋に入る大きさにつぶすか壊すなどしてから入れてかまいま
せん。汚れている場合は、きれいに洗浄して入れてください。

Ｑ
　マークのついた発砲スチロールの箱を捨てたいのですが、
大きくてプラスチック類の専用袋に入りません。どのように
出したら良いですか？

Ｑ

A

Ａ袋に入れて、蛍光管・電球回収協力店の電気屋さんなどにお
持ちください。持ち込みは、営業時間内にお願いします。

Ｑ割れた蛍光灯はどのように処分したら良いですか？

ごみの分別で迷ったときは、「ごみの分け方・出し方ガイドブッ

ク（ピンク色の本）」に掲載してあるごみ分別辞典が便利です。
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お子さんの写真を募集しています！
応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・
メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

七五三に行って
きました♪

丸山 丸山 　
まるやまるやまま

悠月 悠月 さんさん
ゆづきゆづき

　　(４歳(４歳））錦町錦町

富良野医師会　理事　林　浩　先生 ●耳の詰まった感じ「 耳  閉  塞  感 」
じ へい そく かん

　

日
常
生
活
の
な
か
で
「
耳
が
詰

ま
っ
て
い
る
」「
耳
が
ふ
さ
が
っ

て
い
る
」
と
い
う
感
じ
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
例
え
ば
、

耳
に
水
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
や
、
ド
ラ
イ
ブ
で
峠
に
上
っ
た

と
き
な
ど
。

　

こ
の
「 
耳 じ 
閉 へい 
塞 そく 
感 
」
は
、
音
を

か
ん

伝
え
る
経
路
の
ど
こ
か
に
問
題

が
あ
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

●
耳
の
構
造

　

ま
ず
は
、
耳
の
構
造
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

【 
外 がい 
耳 
】
耳
た
ぶ
（

じ

 
耳 じ 
介 
）
か
ら

か
い

耳
垢
の
た
ま
る
穴
ま
で
の
部
分
。

【 
中 

ち
ゅ
う 
耳 
】
鼓
膜
と
そ
の
奥
の
空
気

じ

の
入
っ
て
い
る
部
屋
（ 
鼓 こ 
室 
）。

し
つ

【 
内 ない 
耳 
】

じ

 
中 

ち
ゅ
う 
耳 
の
奥
の
、
骨
の
中

じ

に
埋
も
れ
て
い
る
聞
こ
え
の
神

経
（ 
蝸  
牛 
）
と
、
体
の
バ
ラ
ン
ス

か
 
ぎ
ゅ
う

を
と
る
器
官
（ 
前  
庭 
・

ぜ
ん
 
て
い

 
半  
規  
管 
）。

は
ん
 

き
 
か
ん

●
「
 耳
 
じ

 閉
  塞
  感
 」
に
係
わ
る
疾
患

へ
い
 
そ
く
 
か
ん

　

代
表
的
な
病
気
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
な
か
に
は
、
早
期
の
治

療
が
必
要
な
疾
患
も
あ
り
ま
す
。

虚 
外 がい 
耳 
の
疾
患

じ

　
「
耳
垢
を
奥
に
押
し
込
ん
で
し

ま
っ
た
」「
耳
に
水
が
入
っ
た
」
と

い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

自
分
で
取
ろ
う
と
し
て
、
か
え
っ

て
傷
を
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
多

い
の
で
、
無
理
せ
ず
耳
鼻
科
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
す
っ

き
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
耳
掃
除
を
し
す
ぎ
て 
外 がい

 
耳  
道  
炎 
を
起
こ
し
、
耳
だ
れ
が
鼓

じ
 
ど
う
 
え
ん

膜
に
つ
い
て
ふ
さ
が
っ
た
感
じ
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
じ
り

す
ぎ
は
禁
物
で
す
。

許 
中 

ち
ゅ
う 
耳 
の
疾
患

じ

　
「
山
に
登
っ
た
と
き
」「
ト
ン
ネ

ル
に
入
っ
た
と
き
」「
飛
行
機
に

乗
っ
た
と
き
」
な
ど
に
耳
が
詰

ま
っ
た
感
じ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
鼓
膜
の
外
側
と
内
側
に
気
圧
差

が
生
じ
る
こ
と
で
起
こ
る
症
状
で

す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
一
時
的

で
、 
鼓  
室 
と
鼻
の
奥
を
つ
な
い
で

こ
 
し
つ

い
る
「 
耳  
管 
」
と
い
う
管
が

じ
 
か
ん

 
嚥  
下 

え
ん
 

げ

動
作（
食
べ
物
を
飲
み
込
む
こ
と
）

や
あ
く
び
に
よ
っ
て
調
節
し
て
く

れ
る
の
で
す
が
、
働
き
に
個
人
差

が
あ
り
、
う
ま
く
改
善
で
き
な
い

と 
中 

ち
ゅ
う 
耳  
炎 
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

じ
 
え
ん

　
 
中 

ち
ゅ
う 
耳 
の
病
気
と
し
て
は

じ

 
中 

ち
ゅ
う 
耳  
炎 

じ
 
え
ん

が
代
表
的
で
す
が
、
タ
イ
プ
が
い

ろ
い
ろ
あ
り
、
詰
ま
っ
た
感
じ
の

ほ
か
に 
耳  
痛 
・

じ
 
つ
う

 
難  
聴 
・

な
ん
 ち
ょ
う

 
耳  
漏 
・
発

じ
 
ろ
う

熱
な
ど
の
症
状
を
合
併
す
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
正
確
な
診
断

や
治
療
が
必
要
で
す
。

距 
内 ない 
耳 
の
疾
患

じ

　

詰
ま
っ
た
感
じ
に
な
る
の
は
、

軽
度
の 
難  
聴 
に
伴
っ
て
起
こ
る
症

な
ん
 ち
ょ
う

状
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
病
気
と

し
て
は
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病
・
突
発

性 
難  
聴 
・
音
響
外
傷
な
ど
が
あ
り

な
ん
 ち
ょ
う

ま
す
。
聞
こ
え
の
神
経
の
障
害
で

す
か
ら
、
早
期
の
診
断
・
治
療
が

必
要
で
す
。

元気いっぱいです！
「パパも一緒に遊ぼうよぉ竃」

吉田 吉田 ゆい　ゆいさんさん　(８カ月(８カ月））
よしよしだだ

北の峰　　　　　　　　　北の峰町町
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このページは広告料収入で作成しています

く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

就
学
前
の
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
予
防
接
種

　
対
象
者
に
は
、
す
で
に
個
別
通

知
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
接
種

し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
は
受
け
て

く
だ
さ
い
。（
就
学
前
と
は
幼
稚

園
・
保
育
所
の
年
長
児
の
こ
と
）

接
種
期
間　

３
月　

日
ま
で

３１

※
接
種
期
間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　

　

予
診
票
兼
接
種
券
・
母
子
手
帳

実
施
医
療
機
関　

◆
富
良
野
協
会
病
院

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
２
１
８
１

◆
ふ
ら
の
西
病
院

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
６
６
０
０

◆
い
ん
や
く
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
１
１
７
７

◆
ふ
ら
の
皮
膚
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
８
８
８
０

◆
お
お
つ
ぼ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
２
０
０
９

※
実
施
日
時
は
、
事
前
に
医
療
機

関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

保
健
医
療
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

無
料
調
停
相
談
会

　
金
銭
の
貸
借
、
損
害
賠
償
、
夫

婦
や
親
族
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お

悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
な
お
、
事

前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

と　

き　

２
月　

日
鰹火
 
１６

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
１
階
研
修
室

鰹問
 

富
良
野
調
停
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
４
３
５
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
無
料
登
記
相
談
所
」
終
了

の
お
知
ら
せ

　
平
成　

年
５
月
か
ら
、
富
良
野

１９

市
に
お
い
て
毎
月
１
回
実
施
し
て

い
ま
し
た
「
無
料
登
記
相
談
所
」

を
３
月
で
終
了
し
ま
す
。
長
年
に

わ
た
り
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

登
記
の
申
請
、
登
記
事
項
証
明

書
な
ど
の
請
求
、
登
記
情
報
の
提

供
（
土
地
・
建
物
の
所
有
者
確
認

な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

３０分で一生使える
ワイン術

葉山　考太郎

　知識がなくても欲し
いワインが選べるよう
になる！
　記念品ワインの選び
方から、飲み頃を逃さな
い秘訣まで、ワインにま
つわる必要最小限の薀
蓄（うんちく）を紹介。

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

　毎週月曜日、１１日鰹木 、２６日鰹金 ２月の休館日

２階展示ホール　

　２月９日鰹火 ～１７日鰹水 　布礼別小中学校写真展
　２月２３日鰹火 ～３月７日鰹日 　全日写連ふらの支部写真展
２階多目的ホール

　２月１３日鰹土 午前１０時３０分　おはなし会
　２月２０日鰹土 午前１０時３０分　英語のおはなし会
１階おはなしコーナー

　毎週水曜日午後３時　どんぐりおはなし会

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

●児童書（新着）
ラドヤード・キプリングぞうのはなはなぜながい

きたむら　さとしオレのカミがた、どこかへん？

●一般書（新着）
東海林　さだおホルモン焼きの丸がじり

大門　剛明罪火

の
で
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

く
だ
さ
い
。

法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://houm
ukyoku.m

oj.go.j

      
        
       p  

鰹問
 

旭
川
地
方
法
務
局
総
務
課

拶
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
に
よ

２２

り
調
製
し
た
「
富
良
野
市
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
を
、
次

の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

　
　

２
月　

日
鰹火
 

〜
３
月
８
日
鰹月
 

２３

縦
覧
場
所

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
山

部
支
所
、
東
山
支
所

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

「
広
報
ふ
ら
の
」　
　
　
　
　
　

　
有
料
広
告
募
集
の
お
知
ら
せ

規　

格

　

１
種
広
告　

縦
6
・
3
唖
×
横
9
・
0
唖

　

２
種
広
告　

縦
6
・
3
唖
×
横　

・
0
唖

18

募
集
枠
数　

　

８
枠
（
１
種
広
告
換
算
）
２
種
広
告
を
申

し
込
ま
れ
る
場
合
は
２
枠
使
用
し
ま
す
。

掲
載
位
置

　

暮
ら
し
の
情
報
全
４
ペ
ー
ジ
の
一
部
（
掲

載
位
置
に
つ
い
て
は
、
富
良
野
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
企
画
振
興
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

掲
載
期
間　

　

広
報
５
月
号
〜
広
報　

月
号

１０

掲
載
料

　

１
種
広
告　

６
カ
月　

1
0
8
0
0
0
円

　

２
種
広
告　

６
カ
月　

2
1
6
0
0
0
円

申
込
み　

　

平
成　

年
２
月　

日
鰹金
 

ま
で
に
、
申
込
書
、

２２

２６

広
告
案
（
申
込
者
が
作
成
）、
市
税
等
納
税
証

明
書
、
登
記
簿
謄
本
写
し
な
ど
所
定
の
書
類

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

選
定
方
法　

　

枠
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

優
先
順
位

虚
公
共
性
の
高
い
内
容
の
広
告 

許
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
の
広
告

距
そ
の
他
広
告
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
が　

　

適
当
で
あ
る
と
部
長
が
認
め
た
広
告 

鋸
２
種
広
告
の
申
込
み
を
１
種
広
告
に
優
先

※
詳
し
く
は
、
企
画
振
興
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
富
良
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

架
企
画
振
興
課　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
４
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広告①広告②

※
選
挙
人
は
、
こ
の
名
簿
に
洩
れ

た
り
、
誤
り
が
あ
る
と
認
め
た
と

き
は
、
縦
覧
期
間
内
に
異
議
を
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鰹問
 

選
挙
管
理
委
員
会　

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
２
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

新
規
高
卒
者
の
就
職
促
進
会

　
地
域
関
係
機

関
が
連
携
、
協

力
し
、
よ
り
多

く
の
就
職
機
会

を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一

人
で
も
多
く
の
生
徒
が
早
期
に
就

職
内
定
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
「
新

規
高
卒
者
就
職
促
進
会
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
鰹金
 
１２

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

と
こ
ろ　

旭
川
勤
労
者
福
祉
会
館

（
旭
川
市
６
条
通
４
丁
目
）

対　

象　

平
成　

年
３
月
新
規
高

２２

卒
予
定
者
で
就
職
未
内
定
の
生
徒

鰹問
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
０
１
７
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

手
話
通
訳
者
を
派
遣
し
ま
す

　

耳
が
不
自
由
な
た
め
に
、
行
政

の
手
続
き
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な

ど
に
不
便
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
こ
の
制
度
で
は
、
手

話
通
訳
者
を
派
遣
し
、
手
話
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
橋
渡
し
を

し
ま
す
。

対
象
者　

富
良
野
圏
域
に
住
む
聴

覚
障
が
い
者

内　

容　

保
健
福
祉
、
医
療
、
保

育
、
教
育
、
労
働
、
契
約
、
官
公

庁
の
手
続
き
、
司
法
、
権
利
な
ど

費　

用　

無
料

鰹問
 

富
良
野
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

拶
２
２
‐
３
９
３
３

思
２
３
‐
２
８
２
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参

加
し
ま
せ
ん
か

　

内
閣
府
で
は
、
平
成　

年
度
に

２２

実
施
す
る
国
際
交
流
事
業（「
国
際

青
年
育
成
交
流
」「
日
本
・
中
国
青

年
親
善
交
流
」「
日
本
・
韓
国
青
年

親
善
交
流
」「
青
年
社
会
活
動
コ
ア

リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
世

界
青
年
の
船
」「
東
南
ア
ジ
ア
青
年

の
船
」）の
参
加
青
年
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

青
年
国
際
交
流
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.cao.go.jp/koryu

   
 
 
                /  

鰹問
 

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
国
際
課

拶
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
０
９
２

催

し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

博
物
館
「
自
然
史
講
座
」

夕
張
・
芦
別
山
地
の
生
い
立
ち

〜
富
良
野
盆
地
の
地
史
を
紐
解
く
〜

　

芦
別
岳
や
夕
張
岳
に
代
表
さ
れ

る
勇
壮
な
山
並
み
は
ど
の
よ
う
に

で
き
た
の
か
？
富
良
野
で
見
ら
れ

お宅の屋根の雪や氷は大丈夫？
北海道開発局旭川開発建設部からのお願い

　毎年、冬になりますと、沿道建物などからの落氷雪による死傷事故が多く発生しています。事故の発生は、１日
の気温が次第に高くなってくる午前１１時ごろから始まり、午後２時ごろがピークとなっています。
　一方、事故は都市部に集中して発生していま
すが、地方で発生した事故は発見が遅れて死亡
につながる場合が多くなっています。
　事故防止のため、特に次のことに注意してく
ださい。

栢落氷雪防止の対策を施し、点検を忘れず行う。
栢気温が急激に上昇したときは特に気をつける。
栢大量の落雪があったときは、すぐに処理する。
栢軒下では絶対に子どもを遊ばせない。
栢歩道や道路に雪を出さない。

鰹問 北海道開発局旭川開発建設部
　管理課　拶０１６６‐３２‐１４９２
　富良野道路事務所　拶２３‐３１７１
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る
白
亜
紀
の
地
層
か
ら
何
が
見
え
て

き
た
の
か
？
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
地

の
歴
史
を
、
最
新
の
研
究
成
果
を
交

え
て
や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
。
自
然

ガ
イ
ド
の
方
も
必
聴
！

と　

き　

２
月　

日
鰹土
 
２７

　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

内　

容

【
第
１
部
】
温
室
期
（
白
亜
紀
）
の
地

球
環
境
〜
過
去
に
起
こ
っ
た
地
球
温

暖
化

【
第
２
部
】
富
良
野
の
大
地
の
歴
史
１

億
５
千
万
年

講　

師　

　

北
海
道
大
学　

高
島
礼
詩
さ
ん

定　

員　

先
着　

人
３０

参
加
料　

無
料

申
込
み　

電
話
か
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

鰹問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
市
民
講
座

親
子
で
体
験

キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ー
ト
　

　

お
菓
子
や

ケ
ー
キ
に
そ

っ
く
り
の
ろ

う
そ
く
を
作

り
ま
す
。
親

子
で
の
参
加
を
原
則
と
し
ま
す
が
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
鰹土
 
１３

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講　

師　

P
rogressive

C
andle

福

井
優
子
さ
ん

定　

員　

先
着　

組
２０

材
料
代　

１
組
２
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用

の
袋
な
ど

申
込
み　

２
月　

日
鰹金
 

ま
で
に
電
話

２６

か
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
卓
球
）

と　

き　

２
月　

日
鰹土
 
２７

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

日　

程

◆
小
中
学
生
の
部

　

開
会
式　
　

午
前
９
時
〜

　

レ
ッ
ス
ン　

午
前
９
時　

分
〜

２０

　

模
範
試
合　

午
前　

時　

分
〜

１１

４０

◆
高
校
・
一
般
の
部

　

開
会
式　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

　

レ
ッ
ス
ン　

午
後
１
時　

分
〜

５０

　

模
範
試
合　

午
後
４
時　

分
〜　

２０

講　

師　

日
本
生
命　

卓
球
部

村
上
監
督
、
竹
谷
コ
ー
チ
、
重
本
・

田
代
・
金
沢
選
手　

参
加
料　

小
中
学
生　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
校
・
一
般　

４
０
０
円

申
込
み　

当
日
参
加
も
受
け
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
２
月　

日
鰹金
 

ま
で
に
電

２６

話
か
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
中
学
生
は
、
引
き
続
き
午
後
の

見
学
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
３
２
９
２

鰹問
 

教
育
委
員
会
（
樋
口
）

　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
２
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

健
康
づ
く
り
体
操
講
習
会

　

楽
し
み
な
が
ら
誰
で
も
で
き
る
東

洋
体
操
を
行
い
ま
す
。
運
動
不
足
の

方
、
健
康
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
５
日
鰹金
 

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

講　

師　

生
命
の
貯
蓄
体
操
道
北
総

支
部
長　

工
藤
晴
美
さ
ん

持
ち
物　

タ
オ
ル
な
ど
（
運
動
し
や

す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
）　

参
加
料　

無
料

申
込
み　

電
話
か
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

そ
の
他　

市
内
４
会
場
で
週
１
回
体

操
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見
学
希

望
の
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

保
健
医
療
課

　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

講
演
会
「
う
れ
し
い
・
楽
し
い
・

お
も
し
ろ
い
整
理
収
納
術
」

　

整
理
や
収
納
で
お
困
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
た

ら
良
い
の
か
、
機
能
的
に
整
理
収
納

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。

　

快
適
に
生
活
す
る
た
め
の
整
理
収

納
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

２
月　

日
鰹金
 
１９

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
中
会
議
室

「親子のふれあいの場」「子育ての悩み解消の場」として
～子育て支援センター事業のお知らせ～　鰹問 子育て支援センター　拶３９‐２２２３

対象児　０歳児～２歳児（誕生日がきて３歳）の親子
※保育所・幼稚園入所児は対象外
内　容　午前10時～11時は親子で自由あそび、１１時～１１時３０
分は保育士と親子が一緒にあそびます。

●ふらのっこクラブ（登録なし）

と　き　毎月第１・第３木曜日　午前１０時～１１時
ところ　スポーツセンター
対象児　２歳児～就学前の親子
※保育所・幼稚園入所児は対象外
内　容　体育あそび・ゲームあそび・鬼ごっこなど、親子で
体をいっぱい動かしてルールのあるあそびをします。

「ふれあい広場」に登録を　

　２２年度の「ふれあい広場」登録親子を募集します。

募集期間　３月８日鰹月 ～１２日鰹金 
募集人数　火・水・金曜日　各４０組
受付窓口　保健センター２階　子育て支援センター
申込み　　保護者の方が直接受付窓口で、申込用紙に必要事
項を記入して提出してください。
※朝９時から先着順で受付。電話受付はしません。

　子育て支援センタ－では、「親子のふれあい」「子育て中の
親同士の仲間づくり」「子育ての悩みや不安の解消」のために、
気軽に集まって育児の相談や情報交換のできる「遊びの場」
を用意しています。平成２２年度も、「ひよっこサロン」「子育
てサロン」を４月１２日鰹月 から、「ふれあい広場」を４月１３日鰹火 
から始めます。「ふらのっこクラブ」は５月からとなります。

●ひよっこサロン（登録なし）

と　き　毎週月曜日　午前１０時～１１時３０分
ところ　保健センター１階
対象児　０歳児～２歳児（誕生日がきて３歳）の親子
※保育所・幼稚園入所児、「ふれあい広場」登録児は対象外
内　容　親子で自由あそび、紙芝居・絵本の読み聞かせ

●子育てサロン（登録なし）

と　き　毎週月・水曜日　午後１時３０分～３時
ところ　保健センター１階
対象児　０歳児～就学前の親子
※保育所・幼稚園入所児は対象外
内　容　親子で自由あそび

●ふれあい広場（登録制）

と　き　毎週火・水・金曜日　午前１０時～１１時３０分
ところ　保健センター１階
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講　

師　

整
理
収
納
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト　

後
藤
え
い
こ
さ
ん

参
加
料　

無
料

申
込
み　

電
話
か
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

主　

催　

富
良
野
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

鰹問
 

文
化
会
館　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

募

集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

選
挙
の
投
票
立
会
人
（
期
日
前
投

票
所
・
当
日
投
票
所
）
の
募
集

　

４
月　

日
鰹日
 

に
予
定
さ
れ
て
い
る

１８

富
良
野
市
長
選
挙
の
投
票
立
会
人
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
で　

歳
以
上

２０

の
方
（
有
権
者
）

募
集
人
員　

【
期
日
前
投
票
所
】
市
役
所　

人
、
山

１２

部
・
東
山
支
所
各　

人
１０

【
当
日
投
票
所
】
市
内　

箇
所　

人

２３

４６

応
募
方
法　

２
月　

日
鰹金
 

ま
で
に
、

２６

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
山
部
・

東
山
支
所
に
あ
る
申
込
用
紙
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

選
任
方
法　

選
挙
管
理
委
員
会
で
資

格
を
審
査
し
、
登
録
名
簿
か
ら
選
任

し
ま
す
。

業
務
内
容　

投
票
事
務
に
参
与
し
、

投
票
事
務
の
執
行
が
公
正
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
立
会
を
し
ま
す
。

そ
の
他

◆
報
酬
は
、
制
度
改
正
な
ど
で
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
立
会
の
で
き
る
投
票
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
期
日
前
投
票
所
】
山
部
・
東
山
に
お

住
ま
い
の
方
は
支
所
の
投
票
所
。

【
当
日
投
票
所
】お
住
ま
い
の
地
域
の

投
票
所
。

鰹問
 

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
２
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
役
所
臨
時
職
員
募
集

　

臨
時
職
員
の
採
用
予
定
者
の
登
録

を
行
い
ま
す
。

職　

種　

一
般
事
務
職
、技
能
職（
保

健
師
、
看
護
師
、
保
育
士
な
ど
）、
労

務
職
（
草
刈
な
ど
）
の
補
助
員

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
市
民

雇
用
期
間　

　

１
カ
月
以
上
（
最
長　

カ
月
）

１２

採
用
方
法　

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か

ら
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
採
用
し
ま

す
。（
登
録
期
間
内
に
採
用
と
な
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

登
録
期
間　

平
成　

年
４
月
１
日
〜

２２

平
成　

年
３
月　

日
（
３
年
間
）

２５

３１

申
込
み　

総
務
課
に
あ
る
登
録
申
込

票
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
２
月　

日
鰹金
 

ま
で
に
提
出

２６

し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

総
務
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅　
　
　

５
戸

緑
町
団
地
（
緑
町
３
番
）

　
　

平
成
７
年
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

朝
日
町
団
地
（
朝
日
町
２
番
）

　
　

平
成　

年
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

１８

朝
日
町
団
地
（
朝
日
町
２
番
）

　
　

平
成　

年
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
　

３
戸

１８

受
付
期
間　

２
月
８
日
鰹月
 

〜　

日
鰹金
 
１９

入
居
資
格　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

鋸
申
込
者
（
そ
の
同
居
者
、
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
を
含
む
）
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

家　

賃　

入
居
す
る
方
の
収
入
に
よ

り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み　

都
市
建
築
課
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類
（
収
入

を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

都
市
建
築
課

　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

年年金金だだよよりり
あなたも年金を増やしませんか？
　20歳から60歳までの40年間保険料を納めた人が、65歳
から受給する老齢基礎年金は満額で792,100円です。
老齢基礎年金制度に上乗せして年金額を充実させるに
は「付加年金」「国民年金基金」「確定拠出年金（個人
型）」などの制度があります。これらの制度に加入すると、
納めた保険料や掛け金は全額所得控除となり、所得税や
住民税が安くなるメリットもあります。

●付加年金
　国民年金基金に加入していないことが条件となりま
すが、国民年金第1号被保険者は国民年金保険料を納付
する際に、付加保険料を納付することで、老齢基礎年金
に付加年金が上乗せされます。
　付加保険料額→月額400円　付加年金額→200円×納付月数
鰹問 日本年金機構旭川年金事務所　拶０１６６‐２７‐１６１１

●国民年金基金
　第1号被保険者が対象となり、「地域型」「職能型」の
いずれかを選択して加入することになります。加入者は、
掛け金や受けたい年金額などに応じて、口数と給付の型

を選択して、国民年金保険料とは別に掛け金を納めます。
国民年金基金は、国民年金の任意加入被保険者の方は加
入できません。
鰹問 北海道国民年金基金　フリーダイヤル 拶０１２０‐６５‐４１９２

●確定拠出年金（個人型）
　個人型の確定拠出年金は、公的年金に上乗せされる制
度です。自分の持分（年金資産）が明確で、自己責任で
運用商品を選び運用するのが特徴です。
鰹問 北海道国民年金基金　フリーダイヤル 拶０１２０‐６５‐４１９２

保険料の支払いはお忘れなく
鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和２０年２月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日
以降に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、
誕生月に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きに
なります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印
鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本などです。

山部・東山支所市役所投票所期
日
前
投
票
所

市長選挙における期日前投票の期間期　間
　午前9時
　　～午後5時

　午前8時30分
　　～午後8時勤務時間

6,600円9,500円報酬(1日)
市内の投票所(23箇所)投票所

当
日
投
票
所

市長選挙における投票日(当日)期　間
午前7時～午後8時

※投票時間を繰り上げる投票所があります勤務時間

7,400円～10,700円
(投票時間により額が異なります)報酬(1日)
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こうほう    平成2２年２月号   №５８１

■宜野座小学校と扇山小学校の交流イベントに取
材でお邪魔しました。平成１７年の扇山小学校から宜
野座小学校へ雪を送るという事業が交流のきっか
けですが、当時その事業に若干携わったため、懐か
しく思い出されるのと同時に、北の「へそ」と南の
「へそ」の交流が今なお続いていることが素晴らし
いと感じた一日でした（い）

編集
後記

翳
り
な
く
朝
日
に
競
ふ
樹
氷
林

篠
田　
　

瞳

戸
締
り
を
確
か
め
て
寝
る
寒
の
入

小
玉
美
智
子

恋
め
き
て
逢
ひ
に
ゆ
き
た
る
鶴
の
舞

東　
　

弘
子

極
月
や
宅
急
便
の
風
は
し
る

手
代　

満
恵

初
春
や
お
前
と
俺
と
猫
の
た
ま

伊
藤　

寿
雄

書
初
め
の
筆
の
太
さ
に
明
日
を
込
め
　
　
　

青
田　

博
子

人
の
名
の
す
ぐ
に
出
て
こ
ぬ
も
ど
か
し
さ

年
だ
ね
と
い
う
夫
の
ひ
と
こ
と　
　
　
　

及
川　

洋
子

松
か
げ
の
い
わ
を
も
つ
い
に
雪
を
の
せ

大
地
は
旦
の
光
み
な
ぎ
る　
　
　
　
　
　

町
屋　

和
子

ま
ろ
き
月
隠
れ
い
で
こ
ぬ
ぬ
ば
た
ま
の

今
朝
の
訃
報
を
と
じ
こ
め
し
ま
ま　
　
　

森
高　

緑
子

若
竹
の
節
目
控
え
し
男
の
孫
よ

心
身
鍛
え
修
練
を
春
に　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

敬
子

す
こ
や
か
に
元
旦
迎
う
る
雪
の
朝

希
望
い
だ
き
て
お
屠
蘇
い
た
だ
く　
　
　

吉
田　

久
子

映

　

昨
年
末
の　

月　

日
、
男

１２

２０

子
第　

回
全
国
高
校
駅
伝
競

６０

走
大
会
が
京
都
市
で
開
催
さ

れ
、
西
脇
工
業
高
校
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今
回
は
記
念
大
会
の
た
め
、

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　２月２７日鰹土 　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

■少年団のスキー大会に取材で行ってきました。颯
爽と滑る小学生のスキーの技術にも感心しました
が、底冷えする朝の暗いうちから準備をして、子ど
もたちのために懸命に大会運営をしている関係者
のみなさんに頭が下がりました。人のために何かを
やっている人って輝いていますよね。素敵！（う）
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希
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よ
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